
＜授業レポート＞

RESAS（地域経済分析システム）を活用した授業実践ーその成果と課題

l. はじめに

次期学習指導要領より高等学校において新科目「地

理総合」が始まる。科目の目標（1) では，「地理に関

わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防

災，地域や地球的課題への取組などを理解するととも

に，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸

資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に

調べまとめる技能を身に付けるようにする。」とあり，

同解説においても，「地図や地理情報システムなどを

用いて，その情報を収集し，読み取り， まとめる基礎

的・基本的な技能を身につけること。」と述べられて

いる。このように，作業的で具体的な体験を伴う学習

によって地理学習の基礎的・基本的な技能を身に付け

るとともに地理学習に対する意欲を高めることが重要

視されている。

地理情報システムとは，一般に GIS(Geographic 

Information System) と呼ばれている。情報の関係性，

パターン，傾向を探る際に，文字や数値であらわされ

る地理情報をコンピューターの地図上に可視化するこ

とができるものである。現在，地理情報システムを活

用したものが多く存在する叫

今回はその中でも， RESASを活用した授業実践を試

みた。その報告とともに，有用性と課題を考察したい

と考える。

RESASは，正式名称を「地域経済分析システム」と

いう。内閣官房のまち．ひと・しごと創生本部がその

サービスを提供している。国の統計データと民間統計

データを，マップ化し，情報を一目で分かるように表

示することができるものである（図 1)。

2 実践の概要

(1) 学校紹介

筑波大学附属桐が丘特別支援学校は，筑波大学附属

学校のうち，肢体不自由及びその他の障害を併せ有す

る児童生徒に対する教育を行う特別支援学校である。

国内唯一の肢体不自由研究校として先導的教育に取り

組み，その成果を全国に発信することを使命として

いる。高等部在籍生徒数は 23名（平成 30年度）であ

る。今回の実践は，第 2学年選択科目「選択地歴 (2

単位）」を対象とした。受講生は 3名で構成されてい

る。実践は 1学期を通じて行った。

＊筑波大学附属桐が丘特別支援学校高等部

-29 -

田中麻衣＊

図 1 RESASのトップページとマップ一覧

（まち．ひと・しごと創生本部ホームページより抜粋）

(2) RESASの活用実践事例

本実践は，「地域の課題と地域調査」の単元のなか

で RESASを中心に各種資料を用いた調査に取り組ま

せ，課題をポスターにまとめる活動を行わせたもので

ある。まず授業者より， RESASの仕組みや利用方法に

ついての概要を説明した。その上で調査対象地域を絞

り出す目的で，各生徒に一台ずつパソコンを配布し，

RESASを活用していくつかの都道府県の地域的特徴を

見出す活動に取り組ませた。様々な種類の統計地図．

グラフから生徒が読み取っだ情報を発表し合い，共有

した。生徒たちは調べていく中で，次のような秋田県

の消費動向に他県との違いを見出した。

① 飲料・酒類の消費が多い（産業構造マップ／小売・

卸売業（消費） ／消費の傾向 (POSデータ））

② 基礎化粧品の消費が多い（同上）

③ 男性化粧品．特にスキンケア関係の消費が多い（同上）

作業を通じて関心が高まった秋田県をフィールドと

して， より詳細な地域調査を進めることとした。

生徒が収集しだ情報をカードに書き出させ，課題関

連図（写真 1) の作成及び SWOT分析（図 2) を行わ



写真 1 生徒が作成した課題関連図

(2018年6月19日 田中撮影）

秋田県の強み 秋田県の弱み

秋田県の機会 秋田県の脅威

図 2 生徒が作成した秋田県の SWOT分析結果

せた。分析結果から中心テーマを生徒に設定させ，追

加調査を行わせた。その結果をポスター発表させた。

ここでは，少子高齢化問題を扱った一例を紹介する。

(3) 生徒による RESASの活用例

図 3で紹介した生徒は， まとめる際に， RESASか

ら用いたデータを掲載した（太枠部分）。 RESASでは

統計資料を地図化するだけでなく，グラフ化すること

も容易である。そのため，統計で表される数字データ

のみで分析をする場合と比較して，生徒も抵抗感なく

読み取り作業に臨むことができた。 SWOT分析で秋田

県の弱みとして挙げた「人口減少率 1位」に注目した

この生徒は， RESASの人ロマップのうち「地域ブロッ

ク別純移動数」や「年齢階級別純移動数」などのグラ

フから高齢化による人口の自然減だけが問題となって

いるわけではないことに気づくことができた。そし

て，若者が他県へ転出している現状から，働き口の確

保や県の魅力を高めていくことが必要であると結論付

けることができた。

秋田県の少子高齢化問題
平成30年度高等部2年］コース選択地歴

生徒B

〇若者の県外転出の理由
『平成29年度秋田県人口移動理由実態調査報告書』によると、 「就職」で 31.2%、次いで「転勤」 20.1%、 「転
業・転職J5.0％となっている。→秋田県からは就識目的などの理由で若者が県外流出をしていることが分かった。

●秋田県の伝統産業の滅少について
経済産業省製造産業局が発表している『伝紐的工芸品産業をめぐる現状と今後の振興施策について』によれば、調盃
開始当初(19年前）は、 3151牛の民族芸能が把握されていた。しかし、平成22年～24年の調面では275件に滅
少した。つまり、既に約40件の民族芸能が、消矢していることになるという調歪結果が出ている。
●該当する伝統産業の例
秋田大のフリーダー
大館曲Iプわっばなどの工芸品の識人 など
●減少理由について
同調盃では、若者の県外転出による人口減少以外の理由として、き者の興味の吊薄化があると指滴している。
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3 おわりに

ITやネットに負けす劣らすの魅

図 3 生徒が作成したポスター

（太枠は箪者による加筆）

今回， RESASを活用した授業実践を試みて感じた有

用性は以下のとおりである。

① 短時間で容易に統計データを地図化，グラフ化

することが可能

② 視覚的・感覚的に情報をとらえやすい

③ 主体的な学習が可能

RESASは多様なデータを瞬時に地図化・グラフ化で

き，比較検討を行いやすい。 GISソフトで地図を作成

するとなると技術や膨大な時間を要する。ー教員がそ

の作成を行うことは簡単ではない。私自身も決してパ

ソコンの知識に富んでいるわけではなく，今回の実践

も生徒とともに探りながら行っている。 RESASを活用

することで手軽に地図化・グラフ化できることは，探

究活動の際に生徒の学習意欲を高めることにつながっ

たと考える。また， 日々の授業における教材にも活用

が可能である。

一方で，学習上及び実践上の課題として感じた点は

以下のとおりである。



① 用語や注釈に難解なものがある（学習上の課題）

② 地図やグラフから読み取れる情報には個人差が

ある（学習上の課題）

③ 掲載されていない分野がある（実践上の課題）

④ ネットワークや PCの環境整備が必要である

（実践上の課題）

RESASで用いられる用語や注釈に聞き馴染みのな

いものが多い生徒にとっては， まずそのマップが何

を表しているのかをとらえることが難しい様子もみ

られた。同様に，提示された地図やグラフを読み取る

力は，生徒一人ひとりで異なるため，適切な読み取り

ができているか丁寧なフォローアップが教員に求めら

れると感じた。平易な用語解説や場合によっては統計

データを読み取るヒントなどが適宜盛り込まれると良

註

1) ESRIジャパンホームページ参照 https://www.esrij.com/

getting-started/what-is-gis/（閲覧日 2018/09/04)

いのではないかと感じた。

また，「地域経済分析システム」という名の通り，

経済分野以外の調査の際は，他の統計資料等を当たる

必要があった。他の地理情報システムとの連携を増や

し， RESASで地図化・グラフ化できる分野のより一

層の拡充を期待する。最後に， RESASは精細なグラ

フィックを利用しているため PCの動作性や，ネット

ワーク回線の速度低下が懸念される。今回は 3名を対

象としている実践だったため大きな支障は生じなかっ

たが通常の学校で行う場合 30~40名が一度に活用

することは，学校の ICT環境に左右されかねない。こ

のことはその他のデジタル版の地理情報システムにお

いても共通の課題であり， どのように活用していくべ

きなのか，検討の必要があると考えた。
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